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古賀 順子

「 パリ7区区役所『神の宮』写真展 」

10月に入り不安定な天気が続いているパリだが、確

実に日は短くなり秋が深くなってきた。

パリ市内の美術館では今シーズンの展覧会が始まり、

オルセー美術館「オペラ座のドガ」展(2019年9月24

日〜2020年1月19日)、グランパレ「エル・グレコ回

顧展」(2019 年 10 月 16 日〜2020 年 2 月 10 日)、ル

ーヴル美術館「レオナルド・ダ・ヴィンチ展」(2019

年10月24 日〜2020年2月24 日)は是非とも行きた

いと思っている。

美術館だけでなく、パリ区役所でも、それぞれに所

縁のあるアーチストを紹介する展示会が開催されてい

る。7区区役所( 116, rue de Grenelle, 75007 Paris) で

は、展覧会専用スペース「ベアトリス・オダン・ド・

ブルテル会場」で、年間を通じてアーチスト紹介の展

覧会を催している。展示スペースを無料で提供し、広

報のサポートもあり、アーチストにとっては有難い場

所だ。ギャラリーと異なり、商業目的ではなく、作品

販売ができないのが残念と言えば残念である。

その 7 区区役所で、来る 10 月 24 日から 11 月 6

日までの2週間、写真家増浦行仁『神の宮』写真展「未

来へ 1300 年の祈り」が開催される。ライカカメラジ

ャパン株式会社、ワールド通商株式会社、一般財団法

人神の宮共働態が協賛している。

日本の精神文化の真髄を伝える、伊勢神宮と出雲大

社の遷宮を撮影した写真展で、増浦行仁氏の写真家と

しての略歴を引用させていただく。

「18歳で渡仏。ギィ・ブルダンのアシスタントを経て、

マイヨール、ロダン、ブルデルとポスト印象派の彫刻

を撮影してきた。その後イタリアに渡りミケランジェ

ロ彫刻を撮影。ヨーロッパで感性を磨いた増浦が日本

の精神文化“遷宮”を伝える。

『神の宮』展は、国境も民族も宗教さえ超えた、未来

に繋がる“祈り”を表している。日本の最も有名な神

社である伊勢神宮と出雲大社。増浦行仁は、その両方

の遷宮祭を準備段階から撮影。本展では 24 点を抜粋

して展示の予定だ。

古くから自然と共に生きてきた日本人は、その恩恵

も脅威も全てを受け入れ、自然を“神”として崇めて

きた。日本の精神文化を象徴する遷宮とは、社殿を新

築・修造する際に御神体（神が宿るもの）を遷すこと

である。伊勢神宮では 20 年に一度、出雲大社では凡

そ 60 年毎に行われる。神の住まいを常に美しく保つ

ことでその威力が蘇り、豊かで幸福な世が続くと言わ

れている。1300年以上も続くこの儀式に込められたの

は古来からのメッセージ。それは万物と共に生きると

言う生命の継承と永続への祈りである。写真は 1000

年持つと言われる手漉きの越前和紙にプリント。ここ

にも永続への思いが込められている。

自然を敬い、共に生きるという考えを皆で共有出来れ

ば、それは持続可能な世界に繋がるのではないだろう

か。」

日本人にとって、神事を正しく理解し、外国人に伝

えることは簡単ではない。漫画、コスプレ、日本食な

ど、フランスでも日本文化は広く浸透しつつある今日、

フランス人が「遷宮」の儀式をどのように理解し、受

け止め、何を考えるか、期待と不安を持っての写真展

である。

2 週間と短い期間ではあるが、この間パリに来られ

る方、是非お越しください。

期間：2019年10月24日（木）〜11月6日（水）

開館時間 11：00〜18：00（最終日は15:00まで）＊

日曜・祝日休み

会場：パリ7区区役所内 Salle Béatrice Hodent de

Broutelles

116, rue de Grenelle-75007 PARIS

入場無料
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写真家 増浦行仁『神の宮』写真展「未来へ 1300 年の祈り」
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